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本稿は、第二次世界大戦から近未来迄のオフィス環境の変遷を体系化し、歴史、文化、政治、経済、社会革命などオフィス環境を変革する背景を研究することによって、"オフィス学"の基礎を作成するものである。
　日本のオフィスは10年ごとに少しずつ変化してきたが、ニューオフィス化運動が起きるまでは顕著な変化はなかった。狭いオフィススペースで、スチール製オフィス家具のJISが制定され、ドイツからオフィスランドスケープという概念がもたらされ、コンピュータの大量導入、オフィス･オートメーションという流れを経て、ニューオフィス推進運動によってオフィス環境はターニングポイントを迎えた。日本のバブル経済が90年代の初めにはじけた後、日本的経営スタイルとライフスタイルは地球規模的に変更せざるをえない状況が訪れた。
This paper intends to create the base of “the Office Study” by systematizing the transition of office environment from World War II to the near future and studying the background of the office environment, such as history, culture, politics, economy, social revolutions, and innovations.

Japanese office had little changed every 10 years unit, however there was not big remarkable change until New Office movement. Meet with narrow spaces, establishment of JIS to steel office furniture, import of office landscape concept from Germany, introducing of computer into office and office automation, and to be turning point of office environment by New Office Promotion Campaign. After the Japanese babble economy has burst in the beginning of 90’s, the Japanese management style and lifestyles had to be changed in the global competitions. 
Keywords　:  オフィス環境、コンピュータ、歴史、社会改革、技術革新、
ニューオフィス推進運動

Office environment, Computer, History, Social Revolutions, Technological innovation, New Office Promotion Campaign. 
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1. はじめに
　このテンプレートは、和文で論文を作成するためのテンプレートである。投稿論文作成にあたっては「研究論文・技術報告　執筆要領」を参照し、その各条項に従って作成をお願いしたい。このテンプレートに、見本として表示されている文字の間に文章を入力し、入力後に不要文字を削除すると組体裁がそのまま残る。先に削除するとテンプレートの機能がなくなることがある。
文字の書体は、かな漢字など全角文字はMS明朝。英数字など半角文字は、Centuryを原則とする。
　文字の大きさは 9pt、2段組み、1行27字、段間2字、行送り(行間) 15pt、46行、1頁は27文字×46行×2段＝2,484字。余白は、上下各25mm　左右各15mm とする。

2. 第1頁の書き方

2.1 第1頁の記載項目
(1) 第1頁に記載する内容
上から順に、「日本オフィス学会誌…」など3行(掲載情報・論文種別)、和文タイトル、和文サブタイトル、英文タイトル、英文サブタイトル、和文著者名、英文著者名、和文要旨、英文要旨、和文キーワード、英文キーワード、脚注とする。
(2) 第1頁作成上の注意事項
上記の内容を必ず第1頁内に収める。また、収めた結果、誌面に余白があったとしても、本文は第2頁からとする。

2.2 掲載情報・論文種別
(1) 最初の2行(掲載情報)
　最初の「日本オフィス学会誌 Journal of JOS Vol.7 No.1」と「Mar.2015 ppXX-YY」は、そのままでよい。ここは掲載が決まれば学会で記入する。
(2) 3行目(論文種別)
　作成する投稿論文が「研究論文 Research Paper」か「技術報告 Technical Report」かで、作成する方を残し他を消し左に詰める。和文タイトルとの間に１行空白行を挿入。
2.3 タイトル
(1) 和文タイトル、和文サブタイトル
　和文タイトル：14pt　MS明朝、英数字は Century

　和文サブタイトル：10.5pt　MS明朝、英数字は Century

共に中央揃え、英文タイトルの間に1行空白行(10.5pt)を挿入
(2) 英文タイトル

　英文タイトル：10.5pt　Century　すべて大文字

　英文サブタイトル：9pt　Century　最初の1語のみ大文字

共に中央揃え、著者名との間に1行空白行(10.5pt)を挿入

(3) 10.5ptフォントについて
　10.5ptは日本では標準的に使われているところが多いが、日本固有の大きさである。機種によっては使いにくいものもある。使いにくい時は、10ptフォントを用いてよい。

2.4 著者名
(1) 和文著者名

　10.5pt　MS明朝　文字均等割付5字。

氏名が4字以下：名字と名前の間に全角スペース挿入
全体で5字に
氏名が5字以上：名字と名前の間に半角スペース挿入

「家具　誠＊＊」の＊(合い印)は全角＊を上付きにする

(2) 英文著者名

　9pt　Century　斜体（Italic）、形は Namae MYOUJI 

　次の英文要旨との間に、1行空白行（10.5pt）を挿入。
2.5 和文要旨、英文要旨、キーワード
(1) 和文要旨

　9pt　MS明朝　行送り1行(15pt)、左右インデント各４字400字以下。本資料に記した和文要旨（約350字）はタイトルとは何の関係もないことをお断りしておく。次の英文要旨との間に、1行空白行（9pt）を挿入。

(2) 英文要旨（Abstract）

　9pt　Century　行送り1行（15pt）、左右インデント各４字200語以下。本資料に記した英文要旨（約130語）はタイトルとは何の関係もないことをお断りしておく。次のキーワードとの間に、1行空白行（9pt）を挿入。

(3) キーワード
　見出しKeywords ：9pt Century 斜体(Italic) 
キーワードは3～10語程度をあげる。フォントサイズは9pt

和文キーワードはMS明朝、英文キーワードはCentury斜体、 
共に左右インデントは10字程度、ぶら下げ（ここでは7字）
3. 第1頁の脚注について

　脚注は原則として第1頁にだけ使われる。著者の所属機関を記す脚注（これを脚注1と呼ぶ）と、未発表と見做される発表機会（例えば大会）に発表したことを記す脚注（これを脚注2と呼ぶ）の2つである。本テンプレートの脚注にはテキストボックスを用いている。
4. 第2頁以降の書き方(本文について)
4.1 第2頁以降の記載項目
第2頁の先頭行から順に、本文（図表含む）、注、参考文献、提出年月日、採用年月日を記載する。
4.2 章、節など
　文の構成は原則として、章、節までとする。章番号、節番号は共に半角数字でCentury、1. 2. 3. …、1.1  1.2  1.3 …のように記す。見出しのフォントは、かな漢字は章がMSゴシック、節がMS明朝。英数字は共にCentury。章と章の間には空白行を1行入れる。
　節以下の細項には、(1)　(2)　(3) …を用いる。フォントはCentury。見出しのフォントは本文と同じ。

4.3 箇条書きの番号について
　箇条書きの番号付けは、細項の表示と混同しないように、○で囲んだ数字か全角アルファベットを用いる。

　　　例　　①　　ａ

　　　　　　②　　ｂ

　　　　　　③　　ｃ

4.4 本文段落での字下げ、数式など
　本文は9pt、かな漢字はMS明朝、英数字はCentury。段落ごとに1字字下げする。
　数式はできるだけ数式エディタなどを用いる。数式には数式番号を(1) (2) (3) …の形で数式の末尾(右側)につける。形としては、4.2で述べた細項の表示と混同するおそれがあるが、長年の慣習を尊重する。括弧も数字も半角Century。

5. 図表について

5.1 表、図、写真
(1) 図表番号と標題
　図表番号（表番号、図番号、写真番号の3つを指す）及びそれぞれの標題のフォントは本文と同じ（9pt、かな漢字 MS明朝、英数字 Century）。表内のフォントは本文に準ずる。

(2) 図表番号・標題の位置

　① 表番号・標題：表の真上、表の中央

　② 図番号・標題：図の真下、図の中央
　③ 写真番号・標題：写真の真下、写真の中央
PowerPointのスライドは図と見做す（下図参照）。
なお下図の大きさでは字が読めないことを注意しておく。

図1　画像分析調査の結果
5.2 図表の配置と大きさ
　図表の大きさは任意であり、見やすい大きさで掲載されることが望ましい。横幅が段をまたがって頁いっぱいになってもよい。ただ原則として、図表のある段で、図表の横に本文を組まないこととする。図表番号・標題・図表と本文の間に、空白行を1行挿入することは差支えない。
6. 文字の並びを揃えたいときは
　文字列をきちんと表のように揃えて整理したいときがある。MS明朝とCenturyの組み合わせでは、そのあたりがうまくゆかない。そのときは、全角文字（漢字かな）半角文字（英数字）共にMS明朝、あるいはMSゴシックなど、等幅フォントを用いて、文字列を揃えることは差支えない。
7. 注および参考文献

　注・参考文献は共に文字の大きさが 8pt注1)、行送り（行間隔）10.5pt、表題のフォントはMS明朝。
　説明文や文献名は、大きさ8pt、フォントは本文と同じ。注や文献の番号は1からの通し番号で、その引用箇所に、注は　注1)  注2)　、文献は　1)　2)　と肩付き文字で記す。
　インターネットで入手した資料などは、資料名やURLなどの他にアクセスした日が大事である3) 。忘れず記入していただきたい。

8. 提出年月日、採用年月日
　最後に、作成した投稿論文を伝送しようとしている日を、提出年月日として参考文献の終りから1行後の行に記す。更にその次の行に以下に記す形で採用年月日を記す注2)。実際の年月日は事務局で記入する。フォントはいずれも9pt。採用年月日の行が投稿論文の最後の行である。

注

注1) 大きさが8pt 以外は本文と同じ

注2) これらの行は、学会が投稿論文の受理年月日や採用年月日を記すのに用いる。ただ採用年月日の行が投稿論文の最終行になり、ここまでを頁数とすることから、執筆者が最終行を認識する上でも記入して頂くことにした。よろしくご協力をお願いしたい。
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